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兵庫L具一プフミさミリモド二午

（兵庫県甲虫相資料・248）

高橋寿郎

日本産カミキリモドキ科(0edemel､ idae) くこついては，河野(1937)が旧領土

内のものをまとめ，戦後になって中根(1953.1955,1956,1988),Nakane(1973)

がこの類の研究を行い． 43種を原色で図説している(1963) ．新しいところでは

宮武（1985）が49種（注記を入れると52種）を原色図説している． したがって同

定については比較的やり易いグループと考えられる．一般に城花上や葉上に見ら

れ、灯火に飛来する種もあったりする．幼虫は朽木に棲む・ しかし，生活史など

詳しく調べられている種は．ほとんどないように思われる．

日本産の既知種は1989年出版の“日本産昆虫総目録I''によると14属59種（但

し亜種も数えられている）で．本州産は39種となっている（この数字は日本産の
70～89％に相当する） ．

黒佐（1958）は， 日本産カミキリモドキ科各種の分布，生態，病害性の概要を
述べた貴重な論文を発表している．

本科の生態については前記したように詳しい報告はないようであるが．幼虫形
態の報告には次のようなものがある．

ツマグロカミキリモドキ(Rozen・Misc.Pub・Soc.Amer.,Vol.1,No.2,1960) 、 キ

イロカミキリモドキ（藤村． 1956） ，アオカミキリモドキ（林, 1953･1959) ,

モモブトカミキリモドキ(Hayashi,1975) ,アオグロカミキリモドキ，ハイイ

ロカミキリモドキ（林， 1980） ．

兵庫県産のこの類についてのまとまったものとしては，かつて筆者が15種を報

告したものがあるくらいである(1962) ． もちろん部分的な報告はあり，黒佐の

論文中にも神戸の記録が含まれている．その後追加種とか新分布地が多くあった

りするので，現時点でこの類をまとめておきたい．現在．兵庫県産として21種が

分布していることが判っている程度で， まだまだ調査が不十分だと考えられる．

最近、佐々治(1987)ばプラハのSvilllaの「旧世界カミキリモドキ科の分類」

(1985)を紹介し， Svihlaに従うと日本産のカミキリモドキの学名も大幅に改訂

しなくてはならないとしている．今回の報文では“日本産昆虫総目録I''に用い

1



られた学名に拠っている．

Family Oedemeridaeカミキリモドキ科

1． Nacerdesmelanura(Linnaeus,1758) ツマグロカミキリモドキ

世界に広く分布している種である．図説も多い．黒佐によると，阪神地方では

成虫の出現は5月中旬～7月上旬で，昼間よく飛翔しアカメガシワなどの花に集

まり． また夜間灯火にも飛来する．

海に近い地方に多い種で，兵庫県下でも淡路島とか神戸市内などでは見られる

が．県中央部から北にかけて全く知られていない．

幼虫は朽木の材部に穿孔し，初夏のころから朽木内で蝿化する．

産地：洲本市先山[堀田． 1978]：伊丹市[川上， 1984]・ Kobe[Lewis,1895],

神戸市烏原(lex.､5.Ⅵ､1952. 1ex..21.Ⅵ､1952. 1ex. .26.V､1952,

2exs.,1.V､1969, 1ex.,29.V、1977. 1ex.,26.V､1983)、山の街(1ex.,

30.V､1954, 3exs.､1.1.Ⅵ､1958).飾磨郡家島[上田, 1981]

2,0Psimeanigripennis(Natsumura、1911) クロカミキリモドキ

Matsumura(1911)によってサハリン産で0edemera属として記載された種であ

る．その後、玉貫（1931）はこの種の＄早の区別を中心にその形態を述べるとと

もに． Nacerdes属に属すべき種であるとした．さらに． K6no(1934)はEzonace-

rda属を創設，それに属せしめると共《こ，分布をサハリン，千島，北海道とした．

中根（1954）は本種が本州（日光．上高地，大台ケ原その他）に分布することを

報告した．図説は河野（1950） ．中根(1963) ,宮武(1985)のものがある． こ

れらの属名はもちろん全部Ezonacerdaであるが．､日本産昆虫総目録”ではSvihia

の説によるOpsimea属として扱われている(1989) ．現在の分布は本州山地帯．

北海道，南千島，サハリンである．黒佐(1958)は． 日中に花上から得られるも
のがその大部分で．おそらく昼行性で灯火に飛来しないものであろうと記してい

る．筆者は未採集であるが．県下での記録に次のものがある． よく調べなくては

いけない種である．

産地：養父郡氷ノ山[高橋匡採集，大槻, 1957］
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3.Xanthochroaatl､icepsLewis.1895 キクビカミキリモドキ

Lewis(1895)により ･･Chiuzenji・ Twoexamplestakenin4ugust''として記

載された．北海道では多数が家屋内《こ飛来して人体皮膚にし‘ばしば火傷様の小泡

を生ぜしめるので，俗にヤケドムシあるいはデンキムシなどと呼ばれて恐れられ

ているという（黒佐． 1958） ．

北海道．本州より九州に至る山地に産し，サハリンと南千島にも分布する．北

海道には普通に産し，本州の中央山岳地帯にはさほど稀ではないが，近畿以西で

域深い山地に局地的に棲息しているようである（黒佐， 1958） ．

図説には河野(1950) ．中根(1963) ．宮武(1985)がある．

兵庫県下では珍しいようで，筆者が氷ノ山で採集した以外記録を知らない．

産地：養父郡氷ノ山(lex.,22.Ⅶ､1956)

4． XanthochroacaudataK6no.1936 シンナガカミキリモドキ

K6no(1936)によって記載された種である． 辛の尾端節は長く, 8の生殖節も

長く後方へのびて上翅をこえ，陰茎はさらに後方へ突出する特徴を有する．分布

は本州，四国，九州であるが，北の方では少ないようでどちらかといえば南の方

&こ多く，あまり晋遍的な種ではないようである．兵庫県下でもそれほど多くはい

ないようである．

図説には河野（1950） 、中根(1963) ．宮武(1985)がある．灯火や花上など

で得られる．毒性を有するとのことであるが、病害の実例は知られていない．幼

虫は針葉樹の朽木中へ穿孔する．

産地：川西市一の鳥居(1ex. ,17.Ⅵ､1954)．飾磨郡雪彦山(lex.､14.Ⅶ､1957).

宍粟郡音水(2exs..11.Ⅵ､1972, 2exs..25.Ⅵ､1972, 16k.,15.Ⅶ､1953),

水谷(1ex.,17.Ⅶ､1981).養父郡氷ノ山(lex.,21.Ⅶ､1958, lex.､25.Ⅶ、

1959)

5.XanthochroahilleriHarold､1878 キイロカミキリモドキ

Harold(1878)が記載した．種名にあるようにHi l ler, Reinholdの採集品で名

付けられたものであり，荻産と思われる．

体の上下面ともに明るい黄褐色～（檀）黄色で，すぐ．わかる種である．

北海道、本州，四国，九州に広く分布している．兵庫県下でも広く分布し’てい
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る．

黒佐（1958）によると神戸付近では5月中旬～7月中旬に出現し，夜間しばし

ば灯火に飛来するが．昼間栗の花上から得たこともあるという．筆者も栗の花か

らは度々採集しているし，波賀町水谷ではノリウツギに来ているものを多く採集

したこともある．幼虫は針葉樹の朽木中に穿孔する．図説は河野（1950） ，中根

（1963） ，宮武（1985）とあり，前記したように幼虫，蝿の図説がある（藤村‘

1956） ．

中根（1988）は，本種には地方的な変異があるとして中部以北のものはsubsp.

kurosaiNakaneと記載している．

産地（筆者採集所有標本は非常に多いので．産地名のみ記す） ：川西市猪名川

町三草山．川西市見野．笹部，大和[仲田, 1978],一の鳥居，能勢妙見

山．伊丹市[河上， 1984]・神戸市[黒佐， 1958]’六甲山，二十渉，藍那，

妙法寺，蓬山峡．明石市明石公園．三木市細川中，ロ吉川．小野市山田．

美嚢郡吉川町．加西市畑．多可郡三谷．加東郡東条町森，社町三草．飾

磨郡雪彦山．神崎郡大河内町川上．相生市三濃山．宍粟郡水谷，音水，

坂の谷．氷上郡[山本, 1958],山南町．出石郡但東町中藤[高橋, 1963].

豊岡市妙楽寺，福田[高橋， 1975]・城崎郡三川山[高橋， 1975]・養父郡

氷ノ山．美方郡鉢伏山[高橋， 1975]，扇ノ山[辻， 1963.,辻・岸田，

1972]

6． XanthochroakatoiKOno､1932 カトウカミキリモドキ

KOno(1932)が"2早早, BergAmagi lO.Ⅶ､1929, S・Katoleg.”で記載した

種である．アオカミキリモドキX・ waterhousiによく似ているが，尾部の構造に

よって識別できる．本州，四国，九州，屋久島に分布していて，本州では関東以

西の山地と平地のいずれにも棲息するようである．中部地方の山岳地帯には棲息

していないようである（黒佐， 1958） ．成虫は5， 6月頃現れ．夜間灯火に飛来

する．黒佐（1958）によると，毒性は実験的に認められるが病害例は未だ見ない

という．

兵庫県下ではそれほど多くいるとは思われないが，分布は広いようである．

産地：川西市能勢妙見山(13,30.Ⅶ､1982)．神戸市蓬山峡(lex.,1.Ⅶ.1986).

飾磨郡雪彦山(5exs. ,14.Ⅶ､1957).神崎郡笠形山(1ex.,12.Ⅵ､1966).
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多可郡鳥羽(1ex.､5.Ⅶ､1975)．宍粟郡音水(2exs. ,11.Ⅵ､1972)．美方郡

扇ノ山[辻・岸田． 1972］

7.Xanthochroaluteipennisilarseul,1876 キバネカミキリモドキ

Marseui(1876) ;こより d.Japan"を産地に記載された(G.LeWisの採集品． 4nll.

Soc.Ent.France.V､6:486) .

体が黒色で上翅が黄褐色なので，他種からの区別は簡単．北海道から九州まで

分布し，屋久島までいるそうである．朝鮮半尉こも産する．花上，灯火に来る．

兵庫県下でも広く分布し，特に神戸市内では花に来ているのが多く採集てきる．

黒佐（1958）によると，病害の実例はないが実験的には毒性は認められる．

幼虫は針葉樹の朽木の中へ穿孔し，初夏のころ朽木中で蛸化する．

産地：川西市能勢妙見山(4exs..30.W.1982)．川西市見野，大和．笹部[仲田，

1970,1978,1982].神戸市山の街(lex. ､1.Ⅵ.1958),蓬山峡(2exs.，2.W.

1982.3exs.,1．Ⅶ.1986, lex..27.Ⅵ､ 1987, 4exs.,7,W,1987),烏原（

leX． ,4．Ⅶ､1976, lex． ,25.Ⅵ、1979, lex.,20.Ⅵ､1982． lex． 、5．Ⅵ、1981.

leX． ,7．Ⅵ､1981, lex. ,9.Ⅵ、1981, lex.,16．Ⅵ､1981,lex． ,17.Ⅵ.1981,

leX. ,29.V.1983, 1ex. ,5.Ⅵ､1985)．小野市山田(lex. ,23.Ⅵ､1987).

加東郡社町三草(2exs.，6.Ⅶ.1989, lex..14.Ⅶ､1989),加西市畑(3exs.，

21.Ⅵ.1975)．神崎郡大河内町川上(lex.,18.V.1977, lex. ,23.Ⅵ､1977

）．宍粟郡水谷(2exs. ,17.Ⅶ､ 1981)．音水(lex. ,15.Ⅶ､1973)．氷上郡

［山本， 1958]・豊岡市妙楽寺[高橋， 1975]・養父郡氷ノ山(lex.,27.Ⅶ、

1957, 2eXs..21.Ⅶ､1958)．美方郡鉢伏山[高橋, 1975],扇ノ山[辻・岸

田， 1972］

8.XanthochroaosawaiNakane,1954 オオサワカミキリモドキ

･6Mt・Komagatake,Koya,Hiei.Hirakura,Daisen･ Hiko''を産地にNakane(19

54）が記載をおこなった種である．

キイロカミキリモドキとは体背面が榿黄褐色～黄色である点で似ているが,･腹

面大半が尾端部を除き暗褐色であり，上翅端が多少黒ずんでいるので区別できる．

本種は北海道から九州までの山地に少ないながら分布しているようである．実

験的には毒性が認められる（黒佐， 1958） ．図説には中根(1963) ．宮武(1985)
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がある．

兵庫県下からは次の記録があるのみである．

産地：美方郡扇ノ山[辻・岸田, 1972]

9.XanthochroaspinicoxisNakane､1954 コケチヤカミキリモドキ

Nakane(1954)により ･6Nt・0hdaigahara･ Kamikochi,Shimashima''産で記載

された．

本州の中部，近畿の山地に産し、少ない．四国に産するものはsubsp・ kiraii

Nakane,1954とされている．

兵庫県下でも氷ノ山で得たのみで。分布のよくわからない種である．

産地：養父郡氷ノ山(1ex. ,21.Ⅶ､1958)

10． XanthochroaWadaiNakane､1954 ワダカミキリモドキ

Nakane(1954)により神戸市摩耶山産18(26.VI.1949, V・Wadaleg.),神戸

産1旱（17.Ⅶ､1949, S・Shibanai Ieg.)．九州佐多岬産1字(24.V､1952, S・Asa-

hina leg.)をタイプとして記載された種である．

本種は山麓地帯から低山地にわたって棲息しており，夜間灯火に飛来するとの

こと．

図説には中根（1963） ，宮武（1985）がある．

筆者は未採集であるが，六甲山の紅葉谷あたりには割合いるようである．

産地：神戸市摩耶山[Nakane. 1954.,黒佐, 1958]

11.XanthochroawaterhouseiHarold,1875 アオカミキリモドキ

Harold(1875)によって記載された種である． HiogoからはHeyden(1879)が

記録している．

日本ではきわめて普通な種で，体は黄色～榿黄褐色で上翅は緑色，時に青藍ま

たは鋼紫色をおびる．近似の他種とはきの交尾器節の2葉片の左右が相合わさっ

た形であること， 旱では尾端先端部が湾入していないことで区別できる．

夏灯火に飛来し，人にふれて体液のカンタリジンで皮膚炎をおこすことがよく

知られている．

幼虫は針葉樹の朽木に穿孔し，材木を食べて育つとのことである．本種の幼虫
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についての研究は，林(1953, 1959)がある．

産地：洲本市安乎町[堀田。 1978]・川西市大和，笹部[仲田, 1978,1982],

能勢妙見(lex..30.Ⅶ､1982)．伊丹市[河上． 1984].Hiogo[Heyden.

1879]・神戸市御影[関, 1933],摩耶山(1ex..15.Ⅵ､1979),烏原(lex..

24．V. 1953,lex..10.Ⅵ、1972． 1eX．､2．Ⅶ、1972． leX.,28.V、1972,

1ex.,20.Ⅵ、1973, 1ex.,3．Ⅶ、1979. 1ex.,15.V、1981, 1ex. ,10.Ⅵ、

1981, 1ex. ,7.W.1984． leX.,8.Ⅵ’1990),山の街(lex.,3.Ⅶ.1955),

藍那(1ex.,5.Ⅶ､1978)．一の谷(1ex..17.Ⅵ.1953)．妙法寺(1ex..23.Ⅵ、

1979)，蓬山峡(2eXs..2.Ⅶ､1982),須磨[戸沢, 1936],多井畑(1ex.．

19.Ⅵ､1990).加西市畑(lex.､17.Ⅵ､1974,6exs.,23.Ⅵ､1974,9exs､’

29.W.1974, lex..21.Ⅵ.1975).神崎郡大河内町川上(lex. ,4.Ⅵ、

1977,2exs.,18.V、 1977.2exs. ,6.Ⅷ､1977)．氷上郡[山本, 1958].

山南町(lex.,11.Ⅶ、 1990)．豊岡市愛宕山[高橋． 1975]・宍粟郡坂の

谷(2exs.,22.Ⅶ.1979)．養父郡氷ノ山(2exs.,27.Ⅶ､1956)．美方郡扇ノ

山[辻・岸田， 1972]，鉢伏山[高橋． 1975]

12. ChrysanthiaviaticaLewis,1895 スジカミキリモドキ

LeWis(1895)が｡oWada-toge,011thelstAugust･ 1881 inprofusion; Tsu-

mago,Torii-toge,Suwaratake,Sapporo''を産地に記載した種である．サハリ

ン．千島，北海道および本州に分布する．本州では山地にのみ産するようである．

成虫は花上に見られるが，灯火には全く飛来しないとのこと．昼行性のようであ

る．図説は河野(1950) ,中根(1963) ,宮武(1985)がある．前胸背が鈍い銅

色で．上翅がかすかに藍光沢をおびたものがいる(ab・ obscui､icolor lgaetNa

kane) .幼虫は朽木に穿孔する．

宍粟郡音水で採集したものがこの種と思われる．

産地：宍粟郡音水(2exs.,25.Ⅵ,1972)

13． 4scleranigrocyaneaLewis,1895 アオグロカミキリモドキ

Lewis(1895)により 6･0yamainSagami.NikkoalldatNagasakionNitzu-

dake''を産地で記載された種．

北海道では7月頃出現し，本州では春～初夏にタンポポの花上に見られる．
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図説には河野(1950) ,中根(1963) ．宮武(1985)がある．

産地：川辺郡猪名川町木間生，槻並中[仲田， 1982]･美方郡扇ノ山[辻， 1963.．

辻・岸田， 1972]・相生市三濃山(lex.,8.Ⅵ､1974)

14. AscIerabrunneipennisLewis,1895 ハネアカカミキリモドキ

Lewis(1895)により 66Hakodate・ Twoexamplesonly''として記載された種．

北海道から本州，四国，九州に分布．昼行性で灯火には飛来しないといわれて

いる．

兵庫県下では山地性のようで少ない種類である．

産地：養父郡氷ノ山(1ex. ,25.Ⅶ､1959)[黒佐, 1958]・美方郡扇ノ山[辻・岸田，

1972.，高橋， 1975］

15． Eobiacinereipennis(Notschulsky,1866) ハイイロカミキリモドキ

本州，四国，九州，琉球，小笠原，朝鮮半島南部に分布し，南琉球にsubsP.

ogasawarensisMatsumuraを産する．図説には河野(1950) ,中根(1963) ,宮

武（1985）がある．

沿海性で海岸付近に多く，灯火に飛来し，花にも来るとあり，特に島蝋に多産

する傾向があるというが．家島とか淡路島での記録を知らない．筆者も未採集．

調査を要する種である．幼虫については林（1980）の研究がある．

産地：神戸[黒佐, 1958]

16． EobiaambustaLewis､1895 ズグロカミキリモドキ

Lewis(1895)により 6oNagasaki・ inflowersofClerodendron''産で記載され

た種である．河野（1938）は本種を, EobiachinensisHopeの本州，四国，九州，

琉球北部に分布する1亜種とした．本州，九州の産地については黒佐（1944,

1958)が詳しく述べている．

Lewisは花に来ているのを採集したようであるが，黒佐によるとほとんどが夜

間に飛来したものであるらしい．海岸に近い地域に産するようである．兵庫県下

の記録は黒佐のものしか知らない．調査が不十分である．

産地：神戸市東灘区本山町[武庫郡本山村][黒佐, 1944, 1958]
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17． EobiaflorilegaLewis,1895 ハラグロランブカミキリモドキ

Lewis(1895)により ･･Kobe:threeexamPles・ I haveaIsofoundinFoochow,

China''として記載された種である．

本州南部より沖縄，台湾，中国に分布する．本種も筆者未採集で，記録もほと

んどない．調査が必要である．

産地：神戸[Lewis, 1895.,黒佐, 1958]

18． 0ncomerellavenosa(Lewis,1895) マダラカミキリモドキ

Lewis(1895)により"Kiga,HakoneandI1iyanoshita・ Repeatedlybeaten

frompearandchei､ry-blossomsinMay''として図入りで0ncomera属で記載され

た種．

山地性なのか県南部の海岸線沿いの地域では知られていない．灯火にも飛来す

る．図説には河野（1950） ，中根（1963） ，宮武(1985)がある．

産地：宍粟郡福地渓谷(1ex.,20.Ⅵ.1976),音水(1ex.,21.V､1959, lex..21.

V､1972, lex. ,13.V.1973),赤西(1ex.,27.V､1979)．氷上郡[山本，

1975]・城崎郡竹野町三原，三川山[高橋， 1975]・養父郡氷ノ山[高橋，

1959, 1975]･美方郡扇ノ山[辻, 1963.,辻・岸田,1972]

19． 0edemeronialucidicollis(Motschulsky,1866) モモブトカミキリモドキ

最も普通に見られる種である．平地では春～初夏，花上に集まる．分布は千島，

北海道，本州，四国，九州と広い．図説には湯浅・河野(1950) ,中根(1963) ,

宮武（1985）がある．幼虫についてはHayashi(1975)の研究がある．

兵庫県下にも広く普通に分布している．

産地（筆者採集所有標本は非常に多いので，産地名のみ記す） ：洲本市先山[堀

田， 1978]･津名郡岩屋．川西市一の鳥居，笹部．川辺郡猪名川町木間生

［仲田, 1978,1982]・伊丹市[河上, 1984]・神戸市保久良山，烏原，山の

街，谷上，北鈴蘭台大山公園，丹生山，木津，妙法寺，須磨、舞子，多

井畑．三田市内．加東郡東条町森，社町三草．小野市山田．美嚢郡吉川

町．奥山．神崎郡笹形山，大河内町川上．多可郡鳥羽．竜野市神岡町．

相生市三濃山．宍粟郡音水，坂ノ谷．氷上郡[山本, 1958]・豊岡市大岡

山[高橋， 1975]・城崎郡城崎，日高町奈佐路，竹野町三原，三川三[高橋，
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1975]・養父郡氷ノ山．美方郡扇ノ山[辻， 1963.．辻・岸田， 1972］

20.0edemeroniamanicata(Lewis,1895) キアシカミキリモドキ

Lewis(1895)により .･PlainofFujisan,Nikko,Niyanoshita,Kashiwagiand

0yama''を産地にOedemera属で記載された．

図説には湯浅・河野(1950) ,中根(1963) ,宮武(1985)がある．

本種も普通に産する．前種と同じく花上に見られる．幼虫は枯れたススキの茎

に穿孔するようだと記録されている(Hayashi,1975)．

産地：川辺郡猪名川町上阿古谷，木間生[仲田， 1978,1982]・川西市一の鳥居，

笹部，大和[仲田， 1978]・神戸市丹生山(2exs. ,18.V､1958),谷上

(2exs.,5.V.1955, lex.,1.Ⅵ､1985, 1ex. ,5.V､1988)．三木市大村

(3exs.,10.V､1990)．神崎郡大河内町川上(1ex.,3.V､1977, 1ex. ,24.

V.1977, 3exs. ,4.Ⅵ､1977)．竜野市神岡町(2exs. ,26.V､1988)．相生市

三濃山(2eXs.,3.V､1969,6eXs.,7.V､19729 2exs. ,3.V.1974,6exs.，

12.V､1974, 1ex.,18.V､1974, 2exs. ,8.Ⅵ､1974).宍粟郡福地渓谷

(2eXs. ,20.VI.1976),原(llexs. ,11.V､1979),音水(3exs.,31.V､1970,

5exs. ,21.V､1972, 9exs.,11.VI.1973).氷上郡[山本, 1958]・城崎郡日

高町奈佐路(lex.,22.V.1986, 3exs. ,14.Ⅵ､1986)．養父郡氷ノ山[高橘

1975]･美方郡扇ノ山[辻, 1963.,辻・岸田, 1972]

21． 0edemeroniasexualis(Marseul,1876) フタイロカミキリモドキ

Narseui(1876)により ．jjapan(Nagasaki)"より0edemera属で記載された． 念

は肥大した後腿節が檀黄色なので著しいが， 早も肢が一様に緑色であるのに対し

腹部が檀黄色なので容易に見分けられる．

本州，四国，九州，対馬，奄美大島，沖縄に産し，本州では西南部の比較的温

暖な地域に分布する．成虫は日中花上に見出されるが．灯火に飛来しない（黒佐，

1958) ．図説には河野(1950) ．中根(1963) ,宮武(1985)がある．

兵庫県下では淡路島と家島からのみ知られている．

産地：洲本市由良町[堀田,1978].飾磨郡家島[畑中・辻, 1974]

以上，兵庫県産カミキリモドキ21種の県下の分布を中心に報告させて頂いた．
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分布のよくわからないものも結構いるし． また分布が新たに確認できそうな種も

いくらかいそうで． より一層の調査を続けてゆかなくては分布相を云々するには

まだ不充分である．なお．カミキリモドキ科に近縁なものとしてクビナガムシ科

(Cephalonidae)がある．

この科については玉貫(1927) ,河野(1936)によってその研究がおこなわれ

た．玉貫（1927）は． この虫の体色の変化から変種を作っている（現在では変種

としての取扱はない） ． その後，中根（1963）は原色で3種を図説した．河野（

1950）も1種図説をしている．現在の日本産は4種（中根, 1972)といわれてお

り， 4種とも佐々治（1985）が原色図説している． ．‘日本産昆虫総目録I''では

4属5種になっている． これは中根（1987）が奈良県大台ケ原からキイカクズク

ビナガムシを記載しているからである． いずれも産地が比較的限られているよう

で．広く分布しているのはクビナガムシのみである．県下に分布が確認されてい

るのも， この種だけである． ここに県下の産地を記しておくことにする．

Family Cephaloidae クビナガムシ科

Cephaloonpallens(Notschulsky,1860) クビナガムシ

県下では南側の地域では見られず中央部から北に広く分布しているようで，そ

の気になれば花上で多く採集できる．幼虫は枯木や朽木の中から見出されるよう

で詳しい生態はわかっていないが，幼虫形態についてはHayashi(1963)および

林(1980)の貴重な報文がある．

体色の変化が多いことは前記したとおりで、黄褐色～黄赤色，上翅は淡黄色で，

小楯板と頭紋などが一部黒色のものから大部分黒いものまである． ab・ sakurae

Lewisは中間で、頭胸背の大部分，小楯板，上翅両側と会合部，後腿節端部，後

胸と胸部の大部分が黒い.兵庫県産にも変化が多い．

産地：朝来郡須留ケ峯(1ex. ,9.Ⅵ､1975, N・VUmaleg.)．宍粟郡赤西(24exs.，

27.V.1979),坂ノ谷(2exs.,9.Ⅵ､1973)．氷上郡[山本、 1958]、養父郡

氷ノ山(4exs. ,27.Ⅶ.1956)．美方郡扇ノ山[辻, 1963.,辻・岸田． 1972.、

高橋． 1975]
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床尾山系蓮中'心とした

ム式うさ／トー／オミ‐生.息斗犬芝兄

山崎喜彦

はじめに

1990年の床尾山系を中心としたムカシトンボ調査は，主に2つの目的で行った．

1つは， これまであまり成果があがっていなかった成虫の確認である．他の1つ

は．幼虫の確認をより広い範囲で行ない，生息状況をさらに広くつかむことであ

る．

成虫の調査は， 4月25日より6月20日までの間に合計19日行い，延べ71個体が

目撃され． うち88＄を採集した．

幼虫の調査は， 3月4日より12月30日までの間に合計13日行い．計165個体の生

息を確認し， うち終齢（14齢）幼虫135旱旱を採集し，飼育している．

調査範囲は, 1989年までに調査した，糸井川・東河川・米地川・板生川・河本

川・畑川・水石川・長谷川・桐野川・中野川・上野川・百合jil ・奥山川に加え．

石和ﾉll ・大薮川・大江川・岩崎川・浅間川・菅川・谷山川・円山川の他の小支流

にまで広がった．実際のところ，床尾山系から外れている河川も幾分含まれる．

ムカシトンボの生息状況

（1）成虫による確認

1990年における成虫の調査方法は，上記のすべての河川を限られた出現時期に

まわり，成虫を目撃しようというものである. 1989年までに幼虫の生息が確認さ

れている河川では，予想以上に多くの場所で，成虫の生息が確認された．

1989年までに幼虫の生息が確認できていなかった河川での成虫の確認は．大薮

川の大薮1カ所だけであった．

1990年に新たに成虫の確認ができた場所は’糸井川では和田・市場・寺内の3

カ所，東河川では白井の1カ所，米地川では下戸・高中の2カ所，板生川では現

世・羽白・三谷の3カ所，河本川では西谷の1カ所，畑jllでは畑・水石の2カ所，

百合川では百合の1カ所，奥山川では和屋の1カ所，大薮川では大薮の1カ所で

ある．合計すると，新たに9河川で15カ所の確認が行えた．
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（2）幼虫による確認

1990年度の幼虫調査は， 1989年までに幼虫の生息が確認されていない河川で主

に行った． 1989年までに幼虫の生息が確認されている場所での調査は，羽化の観

察のために終齢幼虫を採集することをねらいとして，糸井川の市場の1カ所だけ

で行った．

1990年に新たに幼虫の生息が確認された場所は，糸井川では内海で3カ所，石

和川では岡で2カ所，米地川では奥米地で4カ所，高中で2カ所，中米地で1カ

所，鉄屋米地で1カ所，奥山川では奥山で3カ所，和屋で1カ所，大江川では大

江で1カ所であった．合計すると，新たに5河川で18カ所の確認が行えた．

1990年までに行った調査結果から，米地川においては調査した支流のすべての

場所で幼虫が確認された．さらに丁寧に調査すれば，個体数は多いと考えられる．

糸井川の内海では， 1989年までに他の渓流において，すでに幼虫の生息が確認

されていた． 1990年における調査は，その渓流近くの別の渓流であり，ワサビが

多く生育しているため，幼虫の生息が以前から予想された場所である．

奥山川では， 1990年までに上流域にある渓流のすべてで幼虫の生息が確認され

た． しかし，榎見を流れる渓流と中村を流れる渓流とでは，確認されなかった．

大江川では，幼虫の生息が確認されたが，岩崎川では確認されなかった．両河

川は途中で合流しており， ともに同じぐらいの流量である．

菅川・浅間川の各支流においても調査を行ったが，幼虫の生息が確認されなか

った．

他に，八鹿町坂本と舞狂の間を流れて円山川に合流する小流と，和田山町林垣

と養父町大塚の間を流れて円山川に合流する小流でも調査を行ったが，幼虫は確

認されなかった．

1990年までに床尾山系を中心とした河川での，ムカシトンボの生息調査の結果

をまとめたものが, Fig．1である． ここには，幼虫と成虫の生息が確認された場

所を表した．糸井川の源流域における成虫の確認も数多くなされているが，表現

上無理があるので， この場所では幼虫の確認結果だけを表した．

産卵調査も行っているが, 1990年まででは，産卵が確認された全ての場所で，

幼虫の生息が確認されている．
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床尾山系を中心とした

ムカシトンポの生息砿露島所

● 幼虫の生息砿厘橿所
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おわりに

床尾山系のほとんどの河川において，ムカシトンポの生息が確認された．ムカ

シトンボ幼虫は，各河川の源流域に生息している場合が多いが，糸井川・板生川

等の例のように，人家のすぐ上流に生息している例も比較的多い． このような幼

虫の多くは，流量が急激に増えたときなどに，上流より流された個体と考えられ

る． しかし，なかには人為的に産卵対象となる植物であるワサビが栽培されてお

り，ムカシトンボの生息を，結果的には人間が手助けしている例も見受けられる．

標高でいうと，東床尾山の頂上付近の700mあたりを流れる渓流から，米地川の

鉄屋米地，糸井川の寺内・市場のように, 100mくらいの低地を流れる河川にまで，

幼虫が生息しているのが確認された．

また，成虫はその出現期間が短いこともあり， これまであまり確認されていな

かったが，幼虫の生息している渓流にポイントをおいて調査すれば，容易に確認

できることが分かった．

今後も，さらに調査を継続して行きたいと考えている．

参考文献

上田尚志・山崎喜彦（1985）但馬地方におけるムカシトンボの記録，

IRATSUNE8･9:39-46.

山崎喜彦(1985)和田山町糸井渓谷におけるムカシトンボ，

IRATSUNE8･9:47-55．

山崎喜彦（1986）和田山町糸井渓谷におけるムカシトンボの観察記録，

IRATSuNE10:96-113.

山崎喜彦（1987）和田山町糸井渓谷のムカシトンボの観察記録，

IRATSUNE11:1-18.

山崎喜彦（1988）和田山町糸井渓谷のムカシトンボの調査・観察記録（1987年） ，

IRATSUNE12:37-56.

山崎喜彦（1990）糸井川を中心とした床尾山系における

ムカシトンボの調査・観察記録, IRATSUNE13･14:53-69.

山崎喜彦（1990）床尾山系におけるムカシトンボの調査・観察記録．
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山崎喜彦

はじめに

1956年から1983年までの但馬でのムカシトンボの採集・目撃記録については，

主に文献中の記録を基に，上田・山崎（1985）がすでに報告している． 1984年以

降に採集・目撃された記録や他の文献により新たに見つかった記録等をこれに加

えて，但馬でのムカシトンボの生息が確認された場所を再度報告する．

1985年の報告では， 9町にわたり計12の場所において，生息が確認されている

に過ぎなかったが， 1990年までに1市15町にわたり計53の場所において，生息が

確認されるに至った． しかし，いまだ調査地域が但馬全域にわたっておらず，偏

った地域で調査が行われたに過ぎない． よって，ムカシトンボの生息が確認され

た場所も但馬のごく一部の地域に限られている．

分布調査は，成虫・幼虫・産卵痕・脱皮殻・羽化殻の確認という5つの方法で

行った．なかでも，幼虫での確認は，年間通して行うことができ，羽化直前の終

齢幼虫の一時期を除いて，その生息場所が河川内に限られることなどから，他の

確認方法に比べて大変能率がよい．今後も，幼虫による確認を中心として，さら

に調査を継続して行きたい．

記録

村岡町

(1)兎和野

1956-X-20,幼虫leX.,西村登; 1981-V-22,成虫13(目撃),東輝弥

(2)山田（山田川）

1973-V-5,成虫1阜,高橋順; 1982-X-5,幼虫lex.,西村登・原昌久; 1985-

Ⅶ-29,幼虫3exs.,西村登・西村八千代

(3)昆陽川

1981,幼虫3exs.,西村登・原昌久; 1989-W-19.幼虫4385旱早，山崎

(4)板仕野川
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1985-W-29,幼虫leX.,西村登

(5)和地（大谷川）

1989-Ⅷ-19,幼虫13,山崎

(6)大笹（大谷川）

1989-m-19,幼虫2332旱旱,山崎

(7)猿尾滝（作山川）

1989-Ⅷ-19,幼虫2331旱，山崎

(8)黒田（作山川）

1989-W-19,幼虫2833早旱,山崎

(9)熊波（熊波川）

1989-Ⅷ-19,幼虫133竿竿，山崎

山東町

(1)粟鹿山

1958-V-25,成虫1ex.,開田斉

(2)奥山（与布土川）

1986-W-10,幼虫1竿,山崎

関宮町

(1)二見川

1958-Ⅷ-12,幼虫1eX.,西村登; 1959-W-27,幼虫leX.,西村登

(2)安井川

1980-Ⅷ-2,幼虫1ex.,西村登

(3)布滝（八木川）

1990-VI-3,産卵痕6葉柄,渡辺庸子・山崎

生野町

(1)栃原（栃原川）

1964-V-22,成虫13,束輝弥

香住町

(1)三川山（佐津川）

1968-Ⅵ-15,脱皮殻lex.,西村登; 1983-W-30,幼虫,足立義弘

大屋町

(1)天滝（大屋川支流）
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1968-X-16,幼虫leX.,西村登

(2)横行（横行川）

1981-W-8,幼虫leX.,西村登; 1981-W-8,幼虫1ex.,河浪繁; 1984-W-3,

幼虫lex.,西村登・河浪繁; 1990-VI-10,幼虫131旱,山崎

温泉町

(1)菅原（岸田川）

1969-X-19,幼虫leX.,西村登

(2)畑ケ平（岸田川）

1987-Ⅵ-1,幼虫18,西村登； 1987-Ⅸ-23,幼虫2exs.,西村登

日高町

(1)阿瀬（阿瀬川）

1980-Ⅳ-28,幼虫2exs.,足立義弘; 1980-W-29,幼虫leX.,足立義弘; 1980-

V-23,成虫l旱,足立義弘;1982-V-9,成虫18,豊岡高校生物部

(2)観音寺（観音寺川）

1989-Ⅳ-2,幼虫16,山崎

(3)稲葉（稲葉川）

1989-m-19,幼虫3338旱旱lex.､山崎

豊岡市

(1)気比川

1981-n-12,幼虫3exs.,西村登

(2)飯谷（飯谷川）

1990-V-5．成虫3exs.(目撃),東輝弥

和田山町

(1)竹内（竹内川）

1982-V-9.成虫5382竿早・上田尚志; 1982-V-16,産卵痕5本.山崎; 19831982-V-9,成虫5882字竿．上田尚志; 1982-V-16,産卵痕5本.山崎; 1983-V

-7,成虫(目撃),高橋匡; 1983-V-8,成虫13･幼虫lex.,上田尚志・黒井和之：

1983-V-12,成虫(目撃),上田尚志; 1984-V-26,成虫588,山崎; 1983-m-

16．幼虫18，山崎; 1985-V-5,羽化殻13，山崎; 1985-V-5,羽化殻leX..上田

尚志； 1988-Ⅷ-23,幼虫223328旱旱18exs.,山崎; 1989-V-3,成虫238

lleXs.,山崎; 1989-V-5.成虫131¥llexs.,山崎; 1989-W-8,産卵痕123本，

山崎; 1990-V-23,成虫2384exs.,山崎
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